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１. はじめに 

下水処理場では処理水を場内の機器等（冷却水・軸封水・散水等）で使用している。これらの処理水を処

理場内の各所へ送水する再利用水配管は、亜鉛メッキ鋼管（以下、ＳＧＰＷ管という）が主に使用されてい

る。これまでの維持管理を経験する上で、ＳＧＰＷ管の腐食劣化による漏水や閉塞による断水トラブルが多

くの処理場で発生していることから、本調査では、ＳＧＰＷ管及び耐腐食性配管の処理水に対する適性を比

較検討し、更に腐食進行の追跡調査による評価を行い、腐食に強く且つトータルコストで経済性に優れる配

管選定の指標を示すことで、今後の修繕及び新設更新工事を行う際の再利用水配管の材質を決定するための

一助となることを目的として、調査をおこなった。   

２. 水配管用亜鉛メッキ鋼管（ＳＧＰＷ管）について 

（１）水配管用亜鉛メッキ鋼管（ＳＧＰＷ管）とは 

鋼管内外面に溶融亜鉛めっきを施した製品（図－１）。

飲料用を除く空調、消火、排水、下水、工業用水等広い

用途に使用されている。 

（２）下水処理場におけるＳＧＰＷ管が使用される場所 

日本下水道事業団の機械設備工事一般仕様書では、Ｓ

ＧＰＷ管の使用区分は、４０Ａ以上の処理水配管に使用

するものとされている。過去は、３２Ａ以下にも規定さ

れていたが、平成２０年度以降、３２Ａ以下はＳＵＳ管（Ｓｃｈ２０Ｓ）を使用することとなっている。 

愛知県流域下水処理場におけるＳＧＰＷ管の状況は、主に再利用水管として場内散水・消泡水・軸封水・

冷却水用に使用されており、平成２０年度以前に供用した処理場がほとんどの為、３２Ａ以下の配管でも使

用されている。 

３．再利用水配管の腐食トラブル件数についての調査 

（１）腐食漏水トラブル件数 

 当社が維持管理している１１の下水処理場で平成２２ 

年度から平成３０年度現在までに発生したＳＧＰＷ管の 

修繕件数を図－２に示す。これまでにＳＧＰＷ管でのト 

ラブル（修繕件数）は、９５件発生している。設置後、早 

い所では３年程度からトラブルが発生しはじめ、約１０ 

年後から増加が始まり、耐用年数である１５年以降は急 

激に増加していることがわかる。 

（２）腐食漏水トラブル状況及び修繕状況 

腐食漏水トラブル状況について、大別すると孔食による漏水（写真 

－１）、閉塞などがあり、前者は口径４０Ａ以上の配管、後者は４０Ａ

未満の配管に多く見られた。絶え間ない漏水や閉塞に対しては、修繕に

て配管取替を実施している。しかし、送水先設備の重要度が高い・長期

間の停止が困難な場所では、孔食部分のパテ埋めや、写真－１のような

止水バンド等による簡易補修対応しか出来ず、恒久対策に至っていな

 表-2 調査実施個所概要 

図－２ ＳＧＰＷ管のトラブル発生件数 

写真－１ 孔食によるＳＧＰＷ管の漏水 
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い。一方で、設備停止が容易な場所では、再度ＳＧＰＷ管への取替や、耐腐食性を考慮し、塩ビライニング

鋼管・ＳＵＳ管・塩ビ管・ポリエチレン管等に取替えた事例がある。平成２２年から現在までの調査では、

材質変更後の漏水、閉塞トラブルは確認されなかった。 

４．処理水による配管の腐食進行と水質の変化についての調査 

ＳＧＰＷ管とＳＵＳ管を、処理水、水道水、超

純水にそれぞれ浸漬し、亜鉛溶出がしやすい恒温

槽 60℃の環境下において金属腐食促進実験を行

い、配管の状況と浸漬水の変化を調べた。ＳＧＰ

Ｗ管の主要金属である亜鉛と鉄の溶出状況を（図

－３）に示す。亜鉛の溶出具合は水質により異な

り、水道水では高く、塩素の影響が考えられた。

処理水についても同様に溶出が見られた。その反

面、超純水での溶出は少ない傾向となった。 

次に処理水中に含まれている塩化物・硝酸

等の項目及びＳＧＰＷ管・ＳＵＳ管の主要金

属溶出の変化を（図－４）に示す。ＳＵＳ管

は数値、主要金属の溶出による変化が見られ

なかったのに対し、ＳＧＰＷ管は、塩化物、

硝酸が減少する一方で、鉄や亜鉛がイオン化

していることがわかった。 

５．各種配管の腐食状況の調査 

平成２２年度～平成３０年現在までに配管修繕件数が９５件あった中で、ＳＧＰＷ管から材質変更をした

例は３７件あり、現在において漏水等のトラブルは発生していない。そこでＳＧＰＷ管設置後１０年で漏水

し、ＳＧＰＷ管以外で修繕した箇所について、追跡調査を行い、配管の腐食状況について目視確認及び分解

調査を行った。ＳＧＰＷの腐食漏水状況を（図－５）に示す。管全体に腐食が進行し、鉄瘤と呼ばれる瘤が

発生しており、黄色矢印で

示した部分が漏水した箇

所である。鉄瘤が形成され

た下側に局所的な侵食が

みられ、部分的に穴が空い

ていた。ＳＧＰＷ１２５Ａ

の肉厚は、ＪＩＳ規格で

は、４．５ｍｍと規定され 

ており、経過年数１０年では、年あたり０．４５

ｍｍの腐食進行が起こっていることがわかっ

た。漏水したＳＧＰＷからＳＵＳに取り替えた

箇所（取替後１２年経過）及びＳＧＰ－ＶＢ管

に取り替えた箇所（取替後１１年経過）した箇

所を（図－６）に示す。どちらも内部には生物膜

が付着していたが、鉄瘤等が無く腐食らしき状

況が確認されなかった。肉厚についても減肉等

はなかった。 

図－３ 各サンプルによるＳＧＰＷ管の亜鉛と鉄の溶出 

図－４ 塩化物・硝酸等の項目及び SGPW・SUS の主要金属の変化 

図－５ ＳＧＰＷの腐食漏水状況 

図－６ ＳＧＰＷから修繕した管の内部状況 



６．施工性等の比較 

これまでの結果より、ＳＧＰＷ以外の配管について耐腐食性の材質にて施工性等の比較検討を行った。施

工規模として大口径（水源～途中配管用）、小口径（末端配管）の２つを以下の条件にて材料、施工コストを

ＳＧＰＷのコストを「１」として積算基準や施工業者のヒアリングにより、乗率にて算出し施工性等の比較

を行った。施工性等の比較結果については、以下（表－１・表－２）の通りである。 

条件１：大口径配管 φ１５０ 施工規模１５０ｍ ストレート配管 フランジ接続。 

条件２：小口径配管 φ２５  施工規模１００ｍ 曲がり２０箇所 ねじ込み接続。 

 

 

 

 

上記より、小口径配管の場合は、ＳＧＰＷ管を１とした場合、塩ビ管に次いでＳＧＰ－ＰＢ管、ＳＧＰ－

ＶＢ管、ＳＵＳ管という結果となった。ＳＧＰ－ＶＢ・ＰＢで使用されるコア継手類の接続不良により腐食

する可能性があるため、確実に接続することが大切である。ＳＧＰＷと比較すると若干割高にはなるものの、

これらの配管にて施工を行うことで、大口径管同様、腐食漏水リスクを回避できることがわかった。また、

鉄瘤が発生しないため、管内閉塞が起こりにくいものと考えられる。 

７．まとめ 

これまでの調査より、処理水配管としてＳＧＰＷ管にて配管を行うことで、バイオフィルム、溶出等で化 

学的腐食進行は避けられず耐用年数を前に腐食漏水トラブルが起きることがわかっている 1)。また、６０℃

の加温浸漬により腐食調査を行ったが、実現場は常温での運用であり、比較することが難しいが同様の腐食

が考えられると推測される。新設時に腐食性の高いＳＧＰＷ管以外の配管であるＳＵＳ管・ライニング鋼管

等について、ＳＧＰＷ管より若干のコストが上がることとなるが、これらを採用することで腐食漏水による

リスクから解放され、漏水による修繕・更新費用もほぼなくなるため、トータルコストで見ればＳＧＰＷ管

よりもコスト削減となることがわかった。（ただし、ＨＩ－ＶＰ管については、他の配管と比べて強度が劣

るため、採用時に十分留意する必要がある。）ＳＧＰＷ管以外で更新した配管について、流域内では腐食漏

水トラブルは起きておらず、修繕後の配管内部確認においても健全性が確認された。今回の調査で得られた

結果を、今後の配管修繕に役立て、維持管理コストの更なる削減、リスクの低減を図って行きたい。 
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